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● 研修のねらい 

 仕事を効率的に進めるため，時間管理や職場のコミュニケーションの実践的なスキルを身につけ

る。 
 

● 日程・開催場所 

第１回 ２・１１・１９（木） 自治総合研修センター 

第２回 ２・１１・２０（金） まなびの館ローズコム（福山市） 

第３回 ２・１１・２４（火） 自治総合研修センター 

第４回 ２・１１・２５（水） 自治総合研修センター 

第５回 ２・１１・２６（木） 自治総合研修センター 
 

● 予定人員 

５４人×５回 計２７０人 
 

● 対象者 

（市町）在職概ね２年目の一般職員 
 

● 講師（予定） 

≪創研 西原 裕≫ 

1991年宮崎産業経営大学経営学部卒業。中小企業診断士の資格取得後，中小企業総合事業

団大学校事務局にて３年間の客員研究員，産業能率大学の委嘱講師など経験。1991年株式会

社創研入社。経営企画室室長を経て2000年８月に代表取締役となる。 

再生協議会のメンバーとして，中小企業庁の企業再生事業に参画，現場の視点で，実践的な

具体的な再生計画を提言。鉄道会社・ホテルチェーン・光学機器メーカー・地方自治体などの

大手企業から新規創業支援まで幅広い領域の支援要請が多い。公的機関の診断，経営革新指導，

セミナー講師など多数経験。特に，セミナー・研修では，受講者を参画させる「聴き手を巻き

込む」手法では，企業・役所から高い評価を得ている。 

 

● 標準プログラム 

１日  合計６．０時間 

フォント：HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO
時間（半角）：サイズ18，日（全角）：サイズ28，
本文：（４行）サイズ20，（３行）サイズ28，開講・閉講式：縦書きでサイズ20
1目盛り10分（お昼休みを除く）
幅47cm（うち余白1cm），縦（時間2cm，1日4cm，余白1cm）
線：1PT

9:30 12:00 13:00 16:30

１日目

仕事の効率的な進め方 仕事の効率的な進め方

 
 

★ 講師からのメッセージ 

研修に参加することで体得できる３つのスキル 

１．部下力（フォロワーシップ）の具体的な行動を磨く 

２．明日から即できる生産性の高い仕事の実践スキルを学ぶ 

３．後輩や上司を巻き込んで短い時間の会議やミーティングのサクサク運営スキル 

受講者相互で交流しながらお互いの仕事を理解しながら学ぶ，受講者参画型の研修です。 
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